
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ときわ病院は、この度令和 7年 7 月より地域包括医療病棟の施設基準を取得しま

した。 

昨今は高齢化に伴い、高齢者の救急搬送車数の増加、中でも軽症中等症の増加が見ら

れ、急性期病棟で治療を受けると離床が進まず、ＡＤＬ（日常生活においての最低限

必要な動作）が低下し、急性期から回復期に転院することとなり、在宅復帰が遅くな

ることが報告されています。 

この地域包括医療病棟は、救急患者を受け入れ、急性期治療を行い、早期の退院に

向けてリハビリ・栄養管理を提供し、早期の在宅復帰を目指す病棟です。 

令和 7 年 4 月より準備開始し、7 月より基準取得となりました。地域の皆様に必

要とされる病院を目標に、職員一同頑張っていきます。今後とも、ときわ病院を宜し

くお願い致します。 
                         
 

地域包括医療病棟プロジェクト会議委員長/副院長  

                                  

阪田和哉 

 

 

 

 
 



 
 

外来は「病院の顔」と言われています。当院を受診される患者さまが安心して外来

診療を受けていただけるよう、笑顔で丁寧な対応と細やかな心配りで、患者さまに寄

り添う外来をスタッフ一同心がけています。 

 

外来看護師は、通院している患者さまが、病気を悪化させずに地域で暮らし続けら

れるようサポートする役割を担っています。当院の外来看護スタッフは、内科チーム

と外科チームに分かれ、問題や不安を抱えた患者さまに継続看護を提供しています。 

 

内科チームは、血糖コントロール不良の糖尿病患者さま、老々介護・高齢独居など

による服薬管理が不十分・認知症により日常生活に支障を来している患者家族さま

などを担当し、外科チームは、がん・難治性創傷の患者さまなどを担当しています。 

 

病状経過や家での生活の様子、不安や心配なことなどを聞かせて頂き、患者さまの

状態をアセスメントし、どのようなサポートが必要かを患者家族さまと共に考えて

いきます。医師との橋渡しや、薬剤師・地域連携室ソーシャルワーカー・訪問看護師・

地域のケアマネージャー等の多職種と連携も行いながら、患者家族さま一人ひとり

が、安心して在宅での療養生活を送っていただけるようサポートしています。 

 

療養や生活に関してご心配なことがございましたら、外来看護師にお気軽にお声掛

け下さい。  

                       外来看護師長 / 宮崎峰子 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


